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要   

本報告は，地上25階建F；＝420kgf／cm2（41．2MPa）の高強度コンクリートを使用し！：，  

超高層RC造集合住宅（川口再開発A棟）の施工について述べたものである．当工事では，  

超高層積層工法を採用し，設計段階から施工性を考慮して部材断面，配筋の統一化を図る  

とといニ，躯体の品質を確保した．  

④組立鉄筋工法や大型型枠工法等の施工法の開発  

などがあげられる．   

川口駅西口地区は，川口市および住宅・都市整備公団  

が一体となり，豊かな緑を介して産業と住居が見事に調  

和された「ガーデン・シティ」の創出を街づくりのコン  

セプトに再開発が大規模に進められている．   

この中で，住宅・都市整備公団による超高層棟A・D棟  

のうち，A棟は地上25階，戸数153戸，店舗約20の集合住  

宅である．鴻池・西松建設工事共同企業体の施工により，  

現在仕上工事も完了し入居日を待つのみとなっている．   

本報告では，当建物の施工法，高強度コンクリートの  

品質管理等について報告する．  
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§1．はじめに  

近年，首都圏を中心に各地で再開発事業がさかんに行  

われ，鉄筋コンクリート造（以下RC造と略記）による  

超高層集合住宅が，数例建設されている．   

このように，RC造による高層化が普及した要因とし  

て，  

①各種構造解析技術の向上による耐震性能の確認およ   

び計画段階からの施工性の考慮  

②高強度鉄筋等，材料の開発  

③高強度コンクリートの製造と，品質管理技術の向上  

§2．エ事概要   

工事名称：川口駅西口第一種市街他再開発事業  

A棟建設工事  

工事場所：埼玉県川口市川口3丁目他  

企 業 先：住宅・都市整備公団関東支社  

設計監理：鴻池・西松建設工事共同企業体  

施   工：鴻池・西松建設工事共同企業体  

工  期：平成元年3月1日一平成3年10月15日  

敷地面積：10013．65m2（1街区）  
＊東京建築（支）川口駅西口再開発（出）工事係長  

＊＊東京建築（支）川口駅西口再開発（出）  
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師事楓  

Fig．1基準階平面図   

建築面積：1486．39mz  

延床面積：17923．95m2  

階   数：地下1階，地上25階，塔屋2階  

軒  高：GL＋75．95m  

最高部高さ：GL＋81．96m  

用  途：共同住宅153戸（一部店舗）  

構   造：基礎（リバース杭，1．40叫～2．50吋）  

上部場所打鋼管コンクリート杭  

（NKTB杭）  

下部場所打鉄筋コンクリート杭  

探さ 上＝33．45m  

（低層部：アースドリル杭，エ＝42．Om）  

上部構造：RC造（純ラーメン構造）  

コンクリート   

Ft＝270kgf／cm2（26．5MPa）（基礎）   

Ft＝420kgf／cm2（41．2MPa）（Bl壁～4F床）   

Ft＝390kgf／cm2（38．2MPa）（4F柱～9F床）   

Ft＝330kgf／cm2（32．3MPa）（9F柱～19F床）   

F；＝270kgf／cm2（26．5MPa）（19F桂一RF）  

鉄筋   

SD40／D35～SD30A／DlO）  

基準階平面図をFig．1，断面図をFig．2に示す．   

§3．総合仮設計画  

Fig．3に総合仮設計画図を示す．当建物敷地は超高層  

RC造を施工するには狭く，隣接建物（B棟，C棟）の  

着工が間近であったにもかかわらず，当初計画通りタワ  

ークレーンを西側，東側に2基（OTA－210N）を配置  

した．そして，クレーンと工事事務所をコンピューター  

で結ぶ「クレーン総合管理・稼働システム」の導入によ  

り稼働管理，安全管理を行った．仕上材の揚重にはロン  

グスパンエレベータ（MLFl12型），作業員昇降用人荷エ  

レベータ（HCE，1000B）を設置した．   
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Fig．2 断面図  

Fig．3 総合仮設計画  

§4．エ法概要  

本工事で採用した工法は以下のとおりである．  

①柱・梁鉄筋とも先組鉄筋とする．   
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Fig．4 構法概要  

②柱・染床型枠ともユニット化する．  

③柱・梁コンクリートは現場打ちとする．  

④′ヾルコニーは薄肉PC版を使用し，上部コンクリート   

はVH分離打設とする．  

（9仮設昇降階段は引き抜きが可能な階段とする．  

⑥外壁はALC，戸境壁は乾式耐火遮音壁で躯体工事終   

了後順次取付ける．  

（訓乍業を省力化するため，部材断面および配筋を統一す  

アルマガイドレールビーム   

る．   

構法概要図をFig．4に示す．  

4－1仮設工事   

無足場施二とする．外部の墜落・落下防止については  

大型型枠（アルマトラス工法）に外部手摺およびグリー  

ンネットを先張した養生ユニット枠を構成し，1フロア  

ごとにクライミングする．Fig．5に養生ユニット枠を示  

す．  

18．6¢の2．3  

Fig．5 養生ユニット枠  181   
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Ⅹ2  XI XI X5  ：（h  Xo Xl  

Fig．6 梁ユニット分割図  

4－2 鉄筋工事  

柱鉄筋は1フロア分を1ユニットとした先組鉄筋，柱  

フープについては，Fig．4のように4組のウルポンスパ  

イラルからなるラップスパイラルフープとし，より暫断  

に有効に働く設計となっている．  

染鉄筋はF癌．6に示すユニットに分割した先組鉄筋  

とする．スターラップもフープと同様にウルポンスパイ  

ラルを使用した．スラブ上下端筋はメッシュ筋を使用  

し工程の短縮を図っに柱・梁主筋の継手は継手性能判  

定基準でA級継手の評定を得ているねじ継手（ブラウト  

方式）とした．ダラウト工法の特長として，常に性能の  

安定した継手施工が可能であり，かつ，検査，石匿忍も目  

視で容易にできるということがあり，工事中の鉄筋継手  

の抜き取り検査が工事着工前に強度試験を実施して確認  

しておくことで，省略できた．   

また，天院に左右されず，1日400箇所の継手作業がで  

きるため，工期短縮，省力化ができた．  

4－3 型枠工事   

Photo4に柱，Fig．7に染ユニット型枠を示す．柱  

型枠は8枚のパネルで構成する．パネルは堅木と合板で  

構成され，コーナー金具で外部より締付ける形式となっ  

ている．梁・床型枠はアルミ製トラス支保工に梁型枠と  

スラブ型枠を一体的に組み上げた大型梁スラブ型枠シス  

テムである．型枠の脱型時期はコンクリート強度により  

決定し，柱は100kgf／cm2（9．8MPa）以上染は210kgf／  

m2（20．6MPa）以上とし7∴柱型枠は8枚のパネルのみ  

を先行して解体し，型枠ストックヤードに集積する．梁・  

床型枠は油圧ジャッキを所定の4ケ所にセットし，ハン  

ドルをゆっくり操作して，静かに下降させ移軌用コロに   
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Fig了 染ユニット型枠   

着地させる．次に，タワークレーンと電動チェーンブロ  

ックにより，その階より引き出し，上階に盛替える．以  

上脱型・転用を考慮して柱パネル，梁・スラブ型枠は2  

フロア分を用意した．したがって，柱パネルおよび梁・  

スラブ型枠の合板は12回転用に耐える材料として厚さ  

15mmのコーティング合板を使用した．  

4－4 コンクリートエ事   

従来のような柱・梁を一体打設するとパネルゾーンに  

おける配筋が高密度となるため，柱コンクリートの品質  

を確保することが困難である．そこで柱コンクリートを  

梁下で止め，梁鉄筋，スラブ筋施工後，梁・スラブを2．5  

m3のバケットにフレキシブルホースを取付けて2台のタ  

ワークレーンにより分証打設した．  

4－5 施工順序   

Fig．8に施工順序を示す．  

4－6 施工昔己銀写真   

Photol～PhotolOに施工写真を示す．  

4一丁 工程計画   

前述の様なさまざまな工法の採取こよりサイクル工程  

8日の工程計画が可能となっじ Fig．9に全体工程表  

を，Fig．10にサイクル工程表を示す．   
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餅鵬含  
み  ↓  

⑩筆・床コンクリート打瞼（パケット打瞼）  

④壕1床ショア♯付、■劇壇書丸付  フPC朋付け   

t  

⑤牲コンクリート打せ（バケット打せ）   ⑥井且立捕吊込み  
⑦菓叢接合織型枠に落込み  

Fig．8 施工順序  

Fi⊆ト9 全体工程表  
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サイクル日t  8  

■ エー名  
2 3  ■  5 6  7  

梁≡  ユ＝ 二    ツ  ト  筋    沌  組  性  ユニ・   ト   筋  地  租  N＋lF）  

ll  
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ストック  ス  ス  ス  
暮  権  吊  み   
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型  し   

禰   型   粋   フ  
型   

シ  ヨ  ■  
粋  

薬王欄  

（Nl）F       F  コ  業  
†疇助型枠  

材   

欄塑蟄  
聖♯工事  

引段  （M）F  

は■エ●  
鮭    段  付  

Vコン：性コンクリート Hコン：蒙、床コンクリート  

Fig．10 サイクル工程表  

§5．コンクリートの品質管理   

高強度コンクリートの施工にあたっては，通常強度の  

コンクリートに比べ，より厳しい品質管理を行う必要が  

ある．このため当工事では品質管理フローを定め，製造・  

荷卸し・打込みなど工事全般にわたる厳しい管理を実施  

した．特に，生コン工事でのコンクリート製造時には，  

細骨材の表面水量を1バッチごとに自垂加則定Lて単位水  

量を管理し，品質の安定に努めた．また，現場内に品質  

管理試験室を設け，強度試験や各種試験を随時実施して，  

品質変化に迅速に対応できる体制を整えた  

（1）フレコンボードシステム   

通常，フレッシュコンクリートの品質管理試験のデー  

タ処理は，①野帳もしくはデータシートへの記入，②男  

根に記入したのち写真撮影，③パソコンへの入九 とい  

った手順で行われている．このシステムでは，試験場所  

でPh。tO9に示すフレコンボードにデータを人力し，  

表示・写真撮影を行うとともにRAMカードに記憶させ  

た．さらに，得られたデータはこのカードを介して一括  

してパソコンに人力された．  

（2）集計・分析システム  

Tablelコンクリートの品質管理基準  

試 験 rHI数  
試験項目   試験方法  判 定 基 準  処置  備  考  

差＝330－240  差＝420，390   

試 料 採 取  JISAll15  

ワーカビリチー  

及びフレッシュ  
ワーカビリチーが良  不良の場合他の  

目視   牛コン車全車  牛コン車全車   いこと品質が均一で  試験と合わせ品  
コンクリートの  

安定していること  質確認   
状態  

隼コン串5告に  
打設管理表  

ス ラ ン プ  JISAllOl  100が又はその 端数ごとに1回 以上及び品質変  返却   X－R管理図  

とき   工程能力指数   

化が認められた  

とき，ただし上  4±1％  
部躯体の柱は2  上   （Fc420，390は   同  上   

回以上，梁床は  3±1％）   

3回以上  
コンクリート温  ※  同  上  35Qc以下   

よる  
同  上   

度   

建築学会の早  100maま7ごはそ  100m｝またはそ  調合の彿／cの4％以   
水・セメント比  

市販の緋／c  

内  測定装置使輔   
法（比重計法）   

変化が認められ  

たとき   たとき  CI▼で200g／m3以下  ロ  打設管押表   

練り混ぜてから  

打込み終rまで  生コン車全車  隼コン車全車  外気温250c未満90分 外気温250c以上60分  ロ   同  上   

の時間の限度   

※スランプについては初めの5台（休憩後も同様）については全車行う．   
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パソコンに人力されたフレコンポードからのデータ  

や，強度試験結果などを，統計的な手法を活用して，デ  

ータ集計表を作成し，品質管理状況をチェックする．  

5－1コンクリートの品質管理規準   

当工事におけるコンクリートの品質管理規準を  

Tablelに示す．通常強度のコンクリートの場合より検  

査頻度が高くなっている．フレッシュコンクリートの試  

験は，スランプおよび空気量について，朝，昼打設開始  

直後の5台およびその後は5台おきに実施し7∴   

強度管理は，レディーミクストコンクリート，構造体  

コンクリートおよび型枠脱型時について行った．レディ  

ーミクストコンクリートの強度試験は標準水中養生供試  

体の材令7，28日で行い，構造体コンクリートについて  

も同じく現場水中養生供試体の材令7，28日で行った．   

また，構造体コンクリートの強度管理材今は28日であ  

るが，予備に作製した重職苑養生僕試体により材令28日以  

降の強度発現についても確認した（材令91日）．現場水中  

養生温度は，自動温度記録計により計測した．  

5－2 コンクリートの水玉管理   

コンクリートの製造時における品質管理で最も重要な  

事は，単位水量のコントロールである．特に，細骨材の  

表面水量は単位水量の一部となるので，表面水の変動を  

白切掛二捉え，調合補正を適切に行う必要がある．   

当工事では，赤外線反射型3波長方式の水分計を生コ  

ン工場に設置して，コンクリートの製造時の細骨材の表  

面水量を測定・管理した．また，現場においては水セメ  

ント比測定装置を設置し，調合計画どおりのコンクリー  

トである事を確認した．   

Table2にコンクリートの調合表を示す．また，Table  

3に構造体コンクリートの圧縮強度試験結果を，Fig．11  

に強度管理グラフを示す．  

Table2 コンクリートの調合  

設計基  単 位 量（kg／mリ  
準強度  打設箇所   
（kgf／qげ）   

備 考  

Z70   0  53．5  44．5  170  318  802  1017  1．5   耐圧版，基礎A，基 礎B  山砂：砕砂 の混合比率 4：6   
0  40．5  42．4  170  420  739  1021  l．5  地中梁A、地中梁B， Bl  同 上  

床  

30  3き；．5  41．0  170  442  707  1035  1．5－1．7  BIV，BIH   同 上  

420  45  37，5  40．4  170  453  692  1043  1FV，1FH，2FVl，   同 上  
2FV2  

山砂：砕秒  
60  36．5  39．9  170  466  681  1043  2．0  2FH，3FV．3FH   の混合比率  

3：7に変更   

45  39．5  41．7  170  430  723  1029  2．0→2．1  4FV，4FH，5FV．  
5FH，6FV   

390  

6FH，7FV．7FH，  
30  40．5  42．4  170  420  739  102l  1．9   8FV，8F・H   同 上   

30  44．0  42．7  170  387  745  iO17  】．8  9FV  

15  45．5  43．1  170  374  75年  1017  1．7  9FH，10FV． 10FH  
1．7  11FV，11FH   

同 上  
1．6  12FV  

山砂：枠砂  
1．7  12FH．13FV   の混合比率  

330  4：6に変更  

1．7～1．9  13FH   

0  47．0  43．4  170  362  765  1017  
1．8  14FV  

1．8－1．9  14FH  山砂：枠砂  

の混合比率  
4：6に設定  

1．9   

17FH，18FV  

1．85．1．9  18FH   

1．6－1．8  19FV   

0  53．5  44．5  170  318  802  1017  

同 上          l．8  19FH，20FV．20 FH，21FV  
270  15  52．0  44．3  170  327  794  1017  1．8  21FH   同 上  

22FV，22FH，23  
0  53．5  44．5  170  318  802  1017  1．8   FV，23FH．24FV  同 上  

15  52．0  44．3  170  327  794  1017  1．8  24FH，25FV，25 FH  同 上   
240   30  53．5  44．5  170  318  802  1017  1．8  PIF．P2F   同 上   
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Table3 構造体コンクリートの圧縮強度試験結果   

材令7日  材令28日  材令91日  
設計基  

現場水中養生  現場封絨養生  
準強度  

平均  標準  変動  供試体  
（kgf／cが）   値  偏差  係数  率  

本数   

480   568  296  12．0  4．1  15  546  28．9  5．3  0．00  24  646  30．9  4．8  24  

420                                 465   553  353  21．4  6．1  27  546  32．7  6．0  0．00  27  604  34．4  5．7  27  

450   538  385  12  499  12  536  12   

435   523  308  27．3  8．9  36  527  30．0  5．7  0．00  36  608  35．5  5．8  36  
390  

420   508  316  18．8  5．9  39  509  27．9  5．5  0．00  39  561  36．1  6．4  39   

360   448  295  6  421  6  467  6  

330                                 345   425  274  17．0  6．2  24  417  19．7  4．7  0．00  24  434  17．3  4．0  24  

330   410  314  23．6  7．5  120  411  24．7  6．0  0．05  120  426  24．2  5．7  120   

285   355  284  14．7  5．2  33  370  28．9  7．8  0．03  33  399  32．7  8．2  33  

270  

270   340  261  19．0  7．3  63  338  23．3  6．9  0．18  72  362  24．4  6．7  72   

0
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§丁．謝辞  

本報告をまとめるにあたり，各種資料を提供して頂い  

た鴻池組の若泉副部長，技術研究所の芝池主任をはじめ  

現場の皆様に感謝し，ここに謝意を表します．  
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Fig．11構造体コンクリートの強度管理グラフ  

（現場水中養生）  

§6．おわりに  

今回，25階建超高層RC造集合住宅の施工において，  

高品質の躯体を得るとともに厳しい条件下で8日サイク  

ル工程を達成することができた．   

今後さらに高品質の確保，省力化，工期およびコスト  

ダウンを達成するためには  

①安全性を含めた設計段階からの施工性の配慮  

②PC化等，プレハブ化の推進  

③揚重機の複数使用および作業の機械化，改良  

④鉄筋，型枠等の地組，ユニット化  

⑤パソコン等の使用による生コンクリート品質管理手   

法の検討  

等が積極的に行われなければならないと考えられる．   

18d  

Photol現場全景   
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Photo5 大型型枠盛替状況  Photo2 梁鉄筋地組状況  

Photo6 薄肉PC版据付状況  Photo3 機械式継手ダラウト注入状況  

Photo4 柱型枠連込状況  Photo7 生コンクリート打設状況   
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Photo8 生コン工場設置赤外線水分測定器  

PhotolO 生コン試験室水セメント比測定状況   

Photo9 フレコンボード使用生コン現場試験  
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